
 夢や目標に向けチャレンジしたことや大学生

でしかできない体験内容について、応募いた

だいた４作品が入賞しました。 

 

経営学部経営学科 長原実果 

「やりたいことを、やりたいだけ」それをモットーに生きる私の大学生日記。ある

先輩の一言から始まった私の「挑戦」の数々。大学3回生の現在まででも、沢山のことに

チャレンジし経験した。初めての一人暮らし、初めてのアルバイト、海外インターン

シップに、憧れだったスターバックスでのアルバイト。そして韓国留学。どれも私の大

学生活をカラフルに彩ってくれる、かけがえのない時間と出会いだ。これからも貪欲に

私らしく生きていきたい。 

「カラフルに彩られる21歳のわたし」 銀 

 

経営学部経営学科 VU NGOC ANH NGUYET   

大学特有の楽しさや、大学で勉強する意味について書きました。内容は、自身の大

学生活を6つの時期に分けて、それぞれの時期にチャレンジしたことについてです。大

学入学前、入学した瞬間、勉強の研究、努力した結果、大学入試と社会貢献の6つに分

けました。大学生の今は、勉強だけでなく、色んなひとに出会ったり様々な活動に参

加することができる期間です。自己実現のために、今後も大学生活を有効に活用して

いきたいと思います。  

「ここで私の青春」 銅 

 

経営学部経営学科 本岡大智   

私は元々ベトナム調査や下水道プロジェクトに取り組む予定はありませんでした。しか

し、あるベトナム人との出会いをきっかけに、ベトナム調査を始めることになりました。

ベトナムに行く前と後で考え方が180度変わりました。現地に行って本物に触れたからこそ

分かることがありました。一方下水道プロジェクトは、授業の一環で取り組んだ課題が身

を結び、始動することができました。初めは自分の成長のために取り組んでいましたが、

ベトナム調査や本学出身の社長さんからのアドバイスにより、目的が少しずつ変化してい

きました。大学生活で出会った様々な人々の影響を受けて、今の自分があります。  

「ベトナム調査と下水道プロジェクトから学んだこと」 銅 

 

経営学部ホスピタリティ経営学科 Y・S   

私は、将来の夢であるホテル業界の中のレストラン部門での企業実習を通して、今ま

で知らなかったことを沢山知り、その中で多くの気付きがありました。 

 また、仕事内容についての学びだけでなく、人とのコミュニケーションをとること

の大切さや、素晴らしい人としての在り方についても体感し、学ぶことができまし

た。この大学生活の中で貴重な体験をすることができ、大変勉強になりました。この

経験を忘れることなく、これから先の将来に最大限活かしていきます。 

「夢に向け300時間の企業実習」 銅 

ご応募いただきありがとうございました！ 

皆さんも、大学生活で是非様々なことに 

チャレンジしてみてください!! 


